
勝手に絵日記: 実世界集合知を利用したライフログ自動生成システ
ムの実装とインタラクションの提案 

末田 航† 

日記は過去を振り返り，記憶を想起するための有効な媒体であるが，続けることは容易ではない．

「勝手に絵日記」は，インターネット上のジオタグ(位置情報)が付与されたユーザコンテンツ(写真

や文章)と，それらに含まれるユーザタグを実世界の集合知と見なし，集積処理をすることで空間意

識を可視化する，筆者らによる提案手法「Social Reverse Geocoding」 を利用した，ユーザの活動記

録を自動的に記録する日記風のライフログ自動生成システムである．「Social Reverse Geocoding」は，

集合知特有の可視化・ナビゲーション手法であるソーシャルタギングを利用して，大量のジオタグ

付きユーザデータからユーザの空間意識を実際の地図上にタグクラウドの様に領域化する手段であ

る．本研究では，この手法によって得られた空間情報を，ユーザの活動履歴を記述するためリソー

スとしての応用を試みる．具体的には，写真共有サービス「flickr」を実世界集合知のデータベース

として用い，ユーザの足取り近辺で公開されているユーザコンテンツを処理することでユーザの近

傍の写真と空間関連語を定期的に抽出・提示するシステムを実装し，利用者によるコメント等から，

自動生成されたライフログによって記憶の想起が促進されるコメントや示唆を得た． 
 

Augmented Diary exploiting geotagged objects on the Internet 

KOH SUEDA †
  

Keeping a diary is a valuable and important activity for our reminiscence; however, keeping a diary is time-
consuming for many of us. If someone who keeping our own journal, we’ll be able to trigger reminiscence 
without writing a diary entry by ourselves. In this project, we propose an automatic life logging application 
called “KiokuHacker” (Kioku means memory in Japanese) that automatically generates its user’s diary using 
processed geotagged social tagging from the Internet. We use the descriptive tags of geotagged photos on 
Flickr as a keywords database of people-defined locative information. In addition, to enrich the user’s diary, the 
system searches non-geotagged Twitter objects to complement the user’s track using nearby tags of the user as 
queries. We implemented the application for iOS and conducted user evaluations. Results of the user 
evaluations indicate the potential of our approach for augmented life-logging which does not only use 
geotagged social tagging but also exploit non-geotagged user content on the Internet. 

 

1. 背景と動機 

以下は劇作家，平田オリザ氏の著書「演劇入門」

[1]からの引用である． 

私たちは，主体的に喋っていると同時に，環境によ

って喋らされている． この「喋らされている私た

ち」をいかに表現するか．そこに着目したのが，新し

い演劇の流れの，大きな一つの特徴だろう． 

主張したいことは真ん中にあっても，それが空虚な

ものではないと信じられる根拠は， むしろ周辺にこ

そある．（平田オリザ「演劇入門」） 

本著によれば，演劇の舞台で「リアル」を表現する

には，いくつかの手順を踏む必要があり，台詞の順番

は，役者の主体から「遠いイメージ」から言っていく

のが見る人には自然に感じられるという．例えば，海

水浴場といる設定の舞台の場合，最初の台詞が「海水

浴っていいなー」や「海水浴場だね」だと説明的にな

ってしまい，観客は「リアル」を感じられない．劇場

で「海水浴場」表現するためには，先ずは「海水浴

場」から想起される言葉(例: 海の家，潮の香り，ビ

ーチパラソルなど)を色々と考え，これらの中から遠

いものから台詞を組立てると自然に感じられるそうで

ある．ここでは， 演劇空間は，精巧で具体的な舞台

装置で表現する努力よりも，表現されるものごとや環

境の必然性を選びだし役者に演じさせることで，観客

に没入感を深く与えられると主張されている．鑑賞者

に没入体験を誘発するためのこの例は，現在までに開

発されている高没入感提示装置多くが志向する，五感

による高解像度な認知感覚を再現し提示する方法だけ

が，必ずしも高い臨場感を提示できるものではないこ

とを示唆している． 

翻って近年，情報機器類の大容量化と小型高性能化

を背景に，MyLifeBits[2]等の事例をはじめとして，利

用者の生活行動や生体情報を電子的に記録するライフ

ログの研究開発が盛んに行われるようになり，一部は

モバイル，AR，センシング技術などと組み合わされ

実用化の域に達するようになっている．これらは現段

階で一般の利用者に浸透しているとは言えないが，利
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用者の体験した環境構成要素を高解像度に記録し，五

感を通して様々な高臨場感な情報を提示できるように

なった．しかし，これらの機器によって集積された膨

大なライフログデータを通して利用者が記憶想起や再

発見につながる「リアル」な提示方法については，現

在模索が続いている段階である．また，利用者が必要

に応じて逐次記録をした体験が，後に想い出したり活

用したい出来事であるとは限らず，同一ではない類似

の状況やその記録がきっかけになったり[3]，さらに

は他人による記録や，実体験ではない記録がきっかけ

になって記憶が想起されることもある[4,5]．もっとも，

電子メディア登場以前から記憶を後で振り返るために，

日記や写真撮影などを通して出来事の記録は実施され

てきたが，(動機が続かない，面倒くさい等の理由も

含め)挫折をするケースが多いのが事実である[6]．ま

た，他者の記述も含む，特定の人物の周辺環境におけ

る出来事を継続的に記録することは，特権階級による

史書編纂や，あるいは著名人などをマスメディア等が

組織的に記録した結果によるものが多く，これら方法

は一般個人レベルではコストに見合わないだろう． 

そこで本研究では電子的記録よって得られた環境情

報を，利用者がより「リアル」に感じる為のインタラ

クションの低コストな実現を目指す．そのために，冒

頭で例挙した環境の周辺状況によって必然的に発せら

れた「台詞」などの環境に対する客観的な記述(利用

者の主体によらない記述)として，実世界集合知の活

用に着目をしている． 

1.1 集合知による経験の記述は可能か 

本研究の目的は，上記の例のように環境に居合わせ

る「利用者にとって必然性のある周辺情報を，実世界

の集合知から抽出提示することで，利用者が特に情報

を入力することなく，その取り巻く環境の記述を補完

（または補間する）システムを提案・議論し，より可

読性が高く臨場感あふれるライフログを低コストに自

動生成すること．」である．そして目的の為に借用す

る基盤技術として，筆者らは Flickr 上の位置情報付き

写真のタグ群を，実世界の集合知データベースと見な

し統計学的に集積し空間情報として利用する「Social 

Reverse Geocoding」[7]を応用することを検討してい

る．この「Social Reverse Geocoding」では，都市生活

者の空間意識と，地番による空間定義との差異に着目

し，位置情報付き写真のユーザタグから地理的名称を

抽出し，カーネル密度推定法や SVM 等の統計学的手

法を用いてクラスタリングをおこなうことで，実際の

地図上で領域化を試みている．本研究ではこの集合知

的手法によって得られた空間定義によって利用者の経

験記述を行うインタラクションについて提案と議論を

おこなう． 

2. 関連研究 

当事者の主体性によらない記録をライフログに利用

する代表例としては，MyLifeBits の「SenceCam」プ

ロジェクトが挙げられる．Sellen らは同プロジェクト

において，主体的に記録した画像よりも無意識的(自

動的)に記録された画像による記憶再認成績が良いこ

とを報告している[8]．加えて，生体情報をセンシン

グし，その変位をトリガとしてライフログを自動的に

サマライズする事例として，相澤らの脳波を利用した

ライフログ要約システム[9]や，Healey らの「Stale 

Cam」 [10]等が挙げられる．また，角らによる「体験

メディア」の一連の研究[11]においても，同じ場所に

居合わせた複数の利用者が協調的にライフロギングを

行うことによって，メタ認知が促進される報告がなさ

れている(メタ認知とは，認知を認知することであり，

自己認知活動（知覚する，記憶する，理解するなど）

を客体視し，それらの活動を評価した上で制御するこ

とである[12])．これらの事例では，いずれも当事者

と同じ時系列や同じ環境条件においての第三者視点の

活用を試みている．一方，本研究では不特定多数によ

って，個別的にはバラバラな記述を集合知として扱い，

全体把握を促進する方法によるライフロギングを検討

している．また，周辺の状況を含む「全体性」によっ

て「主体性」を強く認識する特性は，過去の様々な知

見によって生理的にも社会的に存在することが知られ

ている．その典型的な例としてゲシュタルト心理学で

指摘される「地と図」[13]や，Rheingold の「Smart 

Mobs」[14]などにおいて，認識は単に対象となる物事

に由来する個別の感覚刺激によって形成されるのでは

なく，個別には還元できない全体的な枠組みによって

規定されると考えられている．これらの知見は，大量

の事象が集ることで個別には意識されていない意味や

価値が顕在化される可能性を示唆している．また，

Tejaswi Peesapati による Pencieve[16]ではメールや，閲

覧しているウェブ上の書込みなど，普段利用者が第三

者の記述を通して周辺の状況をやり取りする必然性の

あるタイミングや状況に合わせた情報提示が行われて

いる．さらに Byrne らの Life Editing[17]では，第

三者による語りかけ形式のインタラクションをライフ

ログの提示機能として組込んでいる．これらの研究は，

利用者本人の記述や実体験よりも，むしろその周辺状

況や他人の記録によって周辺環境を記述することで利

用者の記憶想起を喚起する点で本研究の関連研究と位
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置づけることができる．以上の方法は，前述した，環

境要素をセットとして捉えてコンテキストを記述する

点，また「地と図」のうちの「地」や本稿冒頭の「必

然性」にあたる環境情報を利用する点が特徴である．

なお本研究では，「地」「必然性」や，社会的コンテキ

ストに相当する状況の記述をインターネット上の位置

情報付き集合知に求める点が特徴である． 

3. システム 

Start 

! "#$%&' ( ) &*$

勝手に絵日記 

+%,' ‐ .$/ 01$
23*4567&' ( ) &*8$

query[latitude, longitude] 

9"%( #"4$#( : $
"; #.<' ) &*$

[Nearby tags contained photos] 

! "*" .( ) *: $
=,> "%,*"$

[Extracted words] 

=? ,@"./ 01$

query[Extracted words] 

link[related topic] 

[Nearby photos] 

 

図1  「勝手に絵日記」の概念図 

3.1 「Social Reverse Geocoding」の応用 

本システムでは，実世界集合知のデータベースとし

て，Flickr(www.flickr.com)で公開されているジオタグ

付き写真を利用し，集積されたユーザの周辺環境の空

間関連語の記録のために Twitter(www.twitter.com)を用

いた(図 1)．これに加えて，集積されたこれらの空間

関連語をさらに要約・フィルタリングするために

Yahoo!API が提供する「キーフレーズ抽出」[18]機能

を利用し，それによって選別された単語を使用して，

行動記録のサマリ生成を行った(3.3 の後半に記載)． 

3.2 近傍タグの集積処理と空間関連語の抽出 

3.2.1 テキストマイニングによる最適化 

本システムでは，利用者が日常生活を通して実世界

の集合知を収集するアプリケーションとして，アップ

ル社の iPhone を用い GPS を利用して定期的に位置情

報を記録し，取得した位置情報を元に flickrAPI [19]を

経由して，近傍のユーザタグを集積処理し抽出された

近傍のタグを，Twitter のタイムラインにハッシュタ

グとして投稿する iOS アプリケーション(図３参照)を

開発し利用している．本アプリケーションでは GPS

による測位結果が直前の記録から 100 メートル以上変

位した際に，近傍タグの集積処理を行い，利用者の位

置情報が継続的に変化する間，3～60 分間隔で投稿を

行う(試作システムでは 10 分に設定)．近傍タグには

直接利用者の経験記述に関連の薄いタグ ( 例：

geotagged, iphone, eyefi 等)をフィルタリングすること

を目的に，距離などのパラメータを利用した重みづけ

やフィルタリング，自然言語処理 WebAPI の

「Yahoo!API」などを活用した(詳細は次項 3.2.2 及び

3.3 に記載)． 

! ""

!

重み付け係数

撮影地点からの距離
撮影地点#

「上野」タグ写真の#
クラスタ（係数＝低）

「本郷」タグ写真の#
クラスタ（係数＝高）

低頻度でも
強調される

 

図2  距離の遠近を考慮したジオタグ付き写真の重み付け概念図 

3.2.2 距離と密度を考慮した 集合知の最適化 

本システムでは，極端に数の多い中距離のタグによ

って，利用者の足取りの近傍にあるタグが埋没する

(例:東京大学近辺の場合，「本郷」より「上野」のタ

グが圧倒的に多い)のを防ぐために，処理対象となる

タグに対し距離に反比例する重み付けを行っている

(図 2)．具体的には，最遠のログを起点に 1 を初期値

として設定，撮影地点が最大で 100 となる指数関数に

よって設定することにより，より近くにタグの重み付

けをするように実装を行った．これによって，ある程

度の頻度で登場する近傍のタグが多数の遠方のタグよ

りも上位に表示されるようになった．これらはシンプ

ルな方法であるが，その場所に関連の少ないタグの表

示を飛躍的に少なくすることができた. 

3.3 近傍写真とタグによる足跡表示 

「勝手に絵日記」iOS アプリケーションは(1)位置

情報を元に定期的に行動履歴を記録する機能と(2)記

録された利用者の足跡の近傍のジオタグ付き写真を収

集しそのタグを要約する機能に大別される．

Kalnikaite らは，位置情報と写真などの異種のメディ

アによる行動記録が組み合わされることで利用者の記

憶想起が促進される報告[20]をしているが，本研究に

おいても同様に利用者の周辺の環境記述によって，記

憶想起時のリアリティの増進を行う観点から，集計し

たタグに加えて，近傍の写真を同一のタイムラインに

記録をする方式をとった．図３は本アプリケーション

による筆者がロサンゼルス市郊外をドライブした際の

タイムラインのサンプルである．行動記録は近傍の写

真とタグを一行のセルに保存され、写真は左側から距

離の近い順に配列され，近傍のタグは集計された後に

密度の高い順に表示される(タグの収集方法について

本章 3.2 を参照のこと)．図中は当地の美術館「Getty 

Center」を訪問した際の記録であるが，近傍の写真と
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タグから抽出された検知右物の写真と「getty」，

「museum」などの関連の情報によって，後日記録を観

察した際の記憶想起を促進することを意図している． 

! "#$%%&! "#$' ( &) *+,+‐&. . /#$ ! "#$' (&,#0‐

 

図3  勝手に絵日記による行動履歴のサンプル画面 

3.4 空間集合知によるウェブコンテンツの再検索

と利活用 

本システムでは，近傍のタグによる行動記録の保存

先をして，Twitter を利用している．Twitter を利用

する理由は，タイムライン形式の写真やタグによる行

動記録が容易であることに加えて，API を利用するこ

とで，Flickr と同様にサービスの利用者によるコン

テンツを集合知として利活用することを企図すること

による．現在，Flickr や Twitter を含めた web コン

テンツには位置情報がついていないもの割合が多いの

が現状である．スマートフォン等の普及状況から考慮

すると，今後位置情報の付与されたコンテンツは確実

に増えると予測1されるが，位置情報というプライベ

ート的にセンシティブな情報の公開を差し控える利用

者は今後も一定数存在すると考えられる．本システム

では，このような位置情報のついていない関連情報に

もアクセスするために，近傍のジオタグ付き写真から

抽出したタグ群を，Flickr や Twitter 等での検索ク

エリーとして再利用することを試みている．具体的に

は，集積したタグ群を Twitter のハッシュタグとして

投稿することで，同様のタグを含む他の利用者コンテ

ンツにリンクできるように実装を行った．図 4 は，

筆者が中秋節(mid-autumn festival: 日本のおける中秋

の十五夜と同義)のシンガポールの中華街を散策して

いる際の近傍写真に同時期の街の装飾とそれに含まれ

る” midautumnfestival”というタグの密度の高い地域の

記録から，ハッシュタグ経由で，中秋節の風物詩であ

る，提灯”lantern”, 月餅“mooncake”などの関連記述の

含まれるコンテンツにリンクされることが確認できる．

その結果，利用者は自身から検索語を入力すること無

                                                             
1 2010 年現在，例えば Flickr では，公開されているジオタグ付

き写真は 2.5％(Apple 社の iPhone の場合は４%)に過ぎない 

く，自動的に収集された近傍タグの元にして，場所に

加え，時期に適合したコンテンツによって近隣の情報

の記述に触れることができる． 

 

図4  近傍の写真の集積タグをハッシュタグとして用いた関連リ

ンクの自動生成例(Twitter を使用) 

3.5 タイムラインからキーワード抽出 

さらに提案システムでは，行動記録の要約を自動生

成するために，cron によって一時間毎に更新された

Twitter のタイムラインを定期的に取得し，取得され

た近傍タグ群からキーワード抽出を行っている． 

表1  キーワード抽出による近傍タグの自動サマライズの例 

 

表１は，筆者が自宅(文京区小石川)から JR 線を利

用して代々木経由で恵比寿に移動した際のタイムライ

ンのキーワード抽出を行った結果である．抽出結果で

は，「Japanese」や「city」など行動中の特徴を把握す

るにはおおざっぱである用語や，「d300(カメラの型番

と思われる)」「color」などの必要性の低いワードが除

外されていることが観察できる(Yahoo!API の仕様で

は，TF-IDF 法2を利用し，同サービスの検索システム

のインデックス情報を用いて，抽出キーワード中最も

重要度の高いフレーズをスコア 100 とし以降スコア順

にレスポンスする)．試作システムでは，スコア７０

以上の結果を記述として用いている．  

                                                             
2 TF(term frequency)と IDF(inverse document frequency)という指

標の 2 つの指標を用いたアルゴリズム．TF,IDF の双方の指標を

用いることで，キーワードに対する個々の文章のスコアリング

を，キーワードの特殊性をふまえた上で行うことが可能となる． 
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4. 考察 

4.1 実世界集合知による行動履歴の記述 

図５は提案アプリケーションを利用した行動記録を

タイムライン化した結果のサンプルである．この結果

から，以下に記すような利用者の記録当時の状況が，

実世界の集合知によって臨場感を持って自動的に記述

されていることが示唆される．  

 
図5  行動記録のサンプル．左が筆者のタイムライン，右は新宿

区に勤務する利用者のタイムライン(画面最上部の記録が最新) 

 

職場から新橋へ食事に (東京): 図 5 の右は神楽坂に

職場を持つ利用者が，夕食の約束で最寄り駅の JR 飯

田橋から秋葉原を経由し新橋に電車で移動をした際の

タイムラインのサンプルである. 比較的古い町並みが

残る神楽坂近辺の，道路の一部が石畳で舗装され，夕

方になると路地裏などにある料亭などに出勤する舞妓

達の姿が散見される様子が，複数の写真によって見て

取ることができる(同時に利用者の行動時刻が昼であ

れば，その状況と合致しないことは課題の一つであ

る)．その後，この利用者は電車に乗り秋葉原駅で新

橋方面行きの電車に乗り換えるが，秋葉原近辺に出没

するアニメ等のキャラクターやメイドなどに仮装した

人 々 や ， キ ャ ラ ク タ ー グ ッ ズ な ど の 写 真

と，”cosplay(コスプレ)”, “electronictown”等のこの界隈

の特徴が記述されたタグが観察できる．また，目的地

の JR 新橋駅近辺は，仕事上がりのビジネスパーソン

向けの居酒屋やバーがひしめく界隈であるが，ここ記

録でも，「新橋」の地理名称に加えて，利用者が食事

をした居酒屋の名称「魚金」が記述され，料理の写真

や，雑居ビルのネオンの写真などの本界隈における特

徴が記述されていることが分かる．  

4.2 試用ユーザの感想 

勝手に絵日記を試用してもらった(男:7 人，女:7 人)

結果，以下のようなコメント(抜粋)が寄せられた． 

1. タグで，その場所のインパクトが表現されていて面白い．

(場所の記憶を)憶い出すし，便利． 

2. 自分が書かなくてもそれっぽいログが残るので長続きしそ

う． 

3. Twitter と連携できて便利，フォローしている人のタイムラ

インと同時に見ることができて便利だし，自動生成のハッ

シュタグで時々発見がある． 

4. 電車に乗って Bot が集めるタグを眺めていると，通過して

いる沿線の地域に興味が湧いてきた． 

5. 当たらずとも遠からずな記録で足取りが補強されるのが不

思議な感覚． 

6. ログが基本的に写真なので，SNS よりもさりげないコミュ

ニケーションができそう 

コメントの 1 は他人のログを集合知化し，近傍の状

況として記述することの有効性が垣間見える．また 4

から 6 は，自身の行動記録と実世界集合知が関連づけ

られることで，その人の空間意識の延長線上で新たな

発見をする，または場所の記憶を再認識する様子が記

述されている．特に 4 のコメントの Twitter をはじめ

とした多くのユーザが日常利用している SNS 等への

関連付けは，現実的なライフログの運用を考慮する際

の効率や，動機の継続に関する重要な指摘である．さ

らに，以下のような要望(抜粋)も寄せられた． 

1. Bot モードの時にインタバル撮影機能を追加してはどうか，

ただし煩わしいときはオフにしたい． 

2. タグに関連の薄いものが多く混じっていると，見るとき

にストレスを感じる 

3. 同じタグが羅列されると（状況が適切であっても）退屈． 

4. 一緒に行動した友達の写真が，優先的に近傍写真に表示

されると面白い，思い出的に盛り上がる． 

1 から 3 の要望は，いずれもライフログとしての表示

に関する要望である，提案システムではテキストマイ

ニングによって要約を行っているが，単調になると可

読性や，利用動機に影響を与えることが指摘されてい

る．また 4 は他人による記述に加えて知人とのコミュ

ニケーションやイベントがログ表示に加味されること

で，利用の動機付けがされる可能性を示唆している． 

5. 議論と展望 

5.1 他者による活動記録の提示とその課題 

本研究では， 実世界の集合知を利用ことで，われ

われを取り巻く環境の記述を試みている．しかし，考

察結果などから本研究の目標である，「臨場感」を担

保したライフログを自動生成するという点で，タグや

写真のリストから過去の体験を推測することはできて

も，周辺環境における「必然性」が十分提示できてい
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るだろうか．その課題の一つとして考えられるのは，

体験した環境における，要素同士のつながりがタグと

写真のリストでは，そこから状況を推測することはで

きるが，この状態では一連の体験として利用者自身で

その都度再構成をする必要がある点である．先に挙げ

た関連研究では，断片的な情報をストーリー形式とし

て提示したり，生活行為の動線上(ウェブやメールの

閲覧)に，仮想人物が出来事に対して，あたかもその

体験の際の世情なども踏まえて感想やコメントをして

いるような擬人的な情報の提示を行うことで記憶想起

を促進している．これらに共通するのは，その環境で

の出来事に対し，その場の事実に加えて，その時点に

おいて周辺で同時に何が起っていて，どう受け止めら

れたのか，などの付加情報を記憶想起の活性化の触媒

としているところである(必ずしも 利用者の感情とは

直接関連がない場合もある)．これらの視点に立てば，

実世界集合知を「語り」や「日記」風にアレンジした

インタフェースについても検討の余地があるだろう． 

5.2 集合知による経験の記述のリアリティ 

 Rheingold の「Smart mobs」でも触れられているよ

うに，個々人の意識とは違った次元で環境が規定され

ているという考え方と関連する事例として，記憶に関

する近年の研究成果では，人間の記憶は，記憶媒体に

記録されるデータのように蓄積されるのではなく，記

憶想起のタイミングでの環境や社会の状況に依存しな

がら再構成されるという説がある[24]．この考えに則

るならば，記憶想起を促すために個人のライフログを

高解像度に記録・再生することで得られる“実体験”

による知覚的な「リアリティ」とは別の観点としての

(実体験によらないものも含んだ)意識的な「リアリテ

ィ」が集合知によって得られる可能性についても検討

をする価値があると考える． 
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